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内
閣
府
は
十
月
四
日
、
東

京
・
港
区
の
品
川
イ
ン
タ
ー

建
設
産
業
は
人
口
減
少
・

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
Ｓ
Ｉ
Ｐ

（
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
鶴
保

康
介
内
閣
府
特
命
担
当
相
ら

が
出
席
し
、
「
日
本
発
の
科

学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

未
来
を
拓
く
」
を
テ
ー
マ
に

高
齢
化
に
伴
う
将
来
の
担
い

課
題
別
の
報
告
や
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
展
開
。

ブ
ー
ス
展
示
で
は
次
世
代
農

林
水
産
業
創
造
技
術
と
し
て

自
動
給
排
水
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
紹
介
し
た
。

Ｓ
Ｉ
Ｐ
は
内
閣
府
総
合
科

学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

手
不
足
を
見
据
え
、
地
域
に

お
け
る
担
い
手
の
確
保
・
育

成
に
向
け
た
処
遇
の
改
善
や

生
産
性
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
と
く
に
最
近
で
は

社
会
保
険
の
加
入
促
進
や
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
の
構
築
、
情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
建
設
現
場
に

全
面
的
に
導
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
建
設
生
産
シ
ス
テ
ム

全
体
の
生
産
性
向
上
を
図

り
、
魅
力
あ
る
建
設
現
場
を

会
議
（
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
）
が
平
成

二
十
六
年
度
に
創
設
し
た
国

家
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
府
省
や
旧

来
の
分
野
を
超
え
て
科
学
技

術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現

を
め
ざ
す
。

当
日
は
関
連
企
業
・
団
体

な
ど
約
八
百
名
が
参
加
。
鶴

め
ざ
す
ｉ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ

ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
な
ど
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
ま
た
昨
年
秋

に
発
生
し
た
基
礎
ぐ
い
工
事

問
題
の
再
発
防
止
策
や
構
造

的
な
課
題
へ
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
る
。

一
方
、
既
存
の
分
野
や
枠

組
み
を
超
え
て
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
進
行
し

て
お
り
、
建
設
業
で
も
十
年

先
を
見
通
し
た
場
合
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
な
ど
の
技
術
の
進
展
に
よ

っ
て
施
工
の
あ
り
方
そ
の
も

の
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
に
伴

保
特
命
担
当
相
が
冒
頭
あ
い

さ
つ
に
立
ち
「
科
学
技
術
の

い
政
府
全
体
と
し
て
生
産
性

革
命
や
働
き
方
改
革
に
向
け

た
検
討
を
始
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
新
た
に
発
足
し
た
建
設

産
業
政
策
会
議
で
は
劇
的
な

進
化
を
遂
げ
る
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
あ
ら
ゆ

る
物
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
つ
な
が
る
こ
と
に
よ

っ
て
実
現
す
る
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
な

ど
）
、
確
実
に
到
来
す
る
労

働
力
人
口
の
減
少
な
ど
を
正

面
か
ら
受
け
止
め
、
十
年
後

を
見
据
え
て
生
産
性
の
向
上

と
現
場
力
の
維
持
を
図
る
法

制
度
の
あ
り
方
な
ど
を
議
論

し
て
い
く
。
委
員
に
は
設
備

工
事
関
係
団
体
か
ら
才
賀
清

二
郎
一
般
社
団
法
人
建
設
産

業
専
門
団
体
連
合
会
会
長
や

野
村
春
紀
一
般
社
団
法
人
日

本
空
調
衛
生
工
事
業
協
会
会

長
ら
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

初
会
合
で
は
末
松
信
介
国

土
交
通
副
大
臣
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
建
設
産
業
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
発
注
者
と
受

注
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

し
っ
か
り
と
果
た
す
こ
と
が

き
わ
め
て
重
要
だ
。
海
外
へ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
国
家
と
し

て
邁
進
す
る
に
は
創
造
エ
ン

ジ
ン
の
活
性
化
が
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
産
学
官

が
連
携
し
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
訴
え
た
。

続
い
て
安
西
祐
一
郎
独
立

行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会

理
事
長
・
人
工
知
能
技
術
戦

略
会
議
議
長
が
「
Ａ
Ｉ
、
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
研

究
開
発
と
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５

０
の
実
現
」
と
題
し
て

の
イ
ン
フ
ラ
輸
出
も
見
据
え

て
質
の
高
い
枠
組
み
を
構
築

で
き
る
よ
う
皆
さ
ま
の
忌
憚

の
な
い
ご
審
議
を
お
願
い
す

る
」
と
述
べ
、
活
発
な
議
論

を
促
し
た
。

こ
の
あ
と
建
設
産
業
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
検
討

し
、
地
域
を
支
え
る
中
小
建

設
業
に
期
待
す
る
役
割
と
し

て
地
域
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・

維
持
や
災
害
時
の
応
急
対

応
、
地
方
創
生
に
向
け
た
取

り
組
み
な
ど
を
確
認
。
ま
た

今
後
の
議
論
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
①
人
口
減
少
・
高
齢

化
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に

よ
っ
て
十
年
後
の
建
設
市
場

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
②
労
働
力
人
口
の
減
少

を
見
据
え
、
建
設
業
の
担
い

手
確
保
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
べ
き
か
③
他
産
業
と
の

比
較
も
踏
ま
え
、
建
設
産
業

は
生
産
性
向
上
や
働
き
方
改

革
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

べ
き
か
④
建
設
業
に
関
連
す

る
制
度
の
基
本
的
枠
組
み
を

ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
ど
う

再
検
討
す
べ
き
か

な
ど

を
打
ち
出
し
た
。

基
調
講
演
し
、
松
本
英
三
内

閣
府
審
議
官
が
Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
概

要
を
説
明
。
課
題
進
捗
状
況

で
は
革
新
的
燃
焼
技
術
、
次

世
代
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
、
革
新
的
構
造
材
料
、

イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
・
更

新
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
、

レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
防
災
・
減

災
機
能
、
次
世
代
農
林
水
産

業
創
造
技
術
、
革
新
的
設
計

生
産
技
術
な
ど
を
報
告
し
た

う
え
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
繰
り
広
げ
た
。

昭和28年11月４日
第三種郵便物認可)

)

発 行 所

東京都渋谷区桜丘町1 0 - 1 3
〒150-0031 野元第1ビル
電 話 (03) 3496－4774 ㈹
ＦＡＸ (03) 3464－1 8 8 4

info@setubikougyo.co.jp
(購読料郵税共) 年極8,000円

鶴保特命担当相

ＳＩＰシンポジウム開催

国
土
交
通
省
は
十
月
十
一
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
法
曹
会
館
で
第
一
回
「
建
設
産
業
政
策
会
議
」
（
座
長
・
石

原
邦
夫
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱
相
談
役
）
を
開
催
し
た
。
有
識
者
や
設
備
工
事
関
係
団
体
な
ど
が
一
堂
に
集

い
、
建
設
産
業
が
技
術
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
労
働
力
人
口
の
減
少
に
対
応
し
て
十
年
後
も
生
産
性
を
高
め
な
が

ら
現
場
力
を
維
持
で
き
る
よ
う
法
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
基
本
的
枠
組
み
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
議
論
の

ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
た
う
え
で
来
年
六
月
頃
を
め
ど
に
報
告
書
を
ま
と
め
る
方
針
だ
。

末松副大臣

国交省の政策会議が初会合

石原座長


